




1.尿路感染症の診断および治療基準 

中間尿で細菌 105/m1 以上または尿沈渣で白血球 51各視野以上(無菌パック;カテーテル採

尿も同様)を尿路感染症とした。治療基準は単純な尿路感染症と原疾患を有する複雑なもの

で異なるが,表 1に示すとおりである。 


